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  More purpose in life and less novelty seeking predict improvements in self-compassion during a 

mindfulness-based intervention: The EXMIND Study                                           

(人生の目的の大きさと新奇性追求の少なさが、マインドフルネスに基づく介入における自分への思いや

りの改善を予測する：EXMIND 研究)                                             

                                              

 

要     旨 

目的: 4 週間のマインドフルネスに基づく介入とそれに続く 4 週間の実存的アプローチは、8 週間のマイ

ンドフルネスに基づく介入と同様に、自分への思いやりを高めるのに効果的であることが最近、明らか

になった。本研究の目的は、8 週間のマインドフルネスに基づく介入中に、自分への思いやりの変化を

予測する因子を同定することであった。                          

研究対象および方法: 8 週間のマインドフルネスに基づく介入を完了した 61 人のうち、57 人からベース

ライン、4 週間後、8 週間後の自分への思いやり尺度の得点が得られた。女性 47 名、男性 10 名の平均

年齢は 49.6 歳であった。ピアソンの相関係数は、ベースラインから 8 週間後までの自分への思いやり

尺度総得点の変化と、年齢、性別、以下の質問紙のベースライン時の得点との関連で生成された。基本

性格テスト  (TEMPS-A)、  Temperament and Character Inventory (TCI)、Mini-Mental State 

Examination (MMSE)、Japanese Adult Reading Test (JART)、ヤング躁病評価尺度 (YMRS)、ハミ 
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ルトンうつ病評価尺度 (HRSD)、Parental Bonding Instrument (PBI)、PIL テスト日本版 (PIL)であ

った。さらに、重回帰分析を行い、自分への思いやり尺度総得点の変化の予測因子を同定した。         

結果と考察: 新奇性追求（TCI）は、自分への思いやり尺度総得点の変化と有意な負の相関があったが、

PIL 得点は、自分への思いやり尺度総得点の変化と有意な正の相関があった。新奇性追求がベースライ

ン、4 週間後、8 週間後の自分への思いやり尺度総得点と有意に関連していなかったのに対し、PIL 得

点は、ベースライン、4 週間後、および 8 週間後の自分への思いやり尺度総得点と有意な正の相関があ

った。本研究の限界は、比較的少ない参加者数であった。                                        

結語: 本研究の結果は、マインドフルネスに基づく介入中に、より大きい人生の目的と、新奇性追求の

少なさが自分への思いやりの改善を予測することを示唆している。新奇性追求は実質的に改善を予測す

る可能性があるが、自分への思いやり尺度と PIL は多少概念的に重なる可能性がある。                                           

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

 


